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２０２２年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １， ７４２名 

 大   学 計   ３３，７５５名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   ２１，５５６名 

 合 計 計   ６６，５４０名 

 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計 ＊９１，５１７名 

 

   総合計 １５８，３６０名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（０）) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（０) 

 

  高等学校関東甲信越地区合同同

窓会が11月25日の土曜日に酪農学

園東京プラザで開催されました。

４年ぶりの同窓会で今回が19回目

の開催となりました。 

 来賓として高校からは清澤城次

校長、とわの森三愛高校同窓会長

の首藤恵様・酪農学園同窓会関東

甲信越会長の岡田勉様はじめご来

賓10名と同窓生15名の25名の出席

で、今年も和気あいあいの楽しい

合同同窓会となりました。今まで

開催していた東京オフィスが無くなり、新たに東京プラザがオープンした事を機会に新し

い場所で、またコロナ禍で出来なかった同窓会を再び開催する事が出来ました。 

 13時開始で清澤校長から学園の現状とテレビで放映された三愛機農コースの生徒たちの

生活のビデオは素晴らしいものでした。首藤恵さんからは新任のご挨拶を頂き、ご来賓の

方々全員にご挨拶を頂くことが出来ました。 

 続いて同窓生全員の自己紹介と近況報告、記念撮影を行い、東京プラザを訪問見学して

卒業生や在校生の生産した乳製品等を購入して、4時からは地下の居酒屋「健康中華、青

蓮」に場所を変えての懇親会となりました。懐かしい話や初めて聞く話、学校の近況報告

やらと話が尽きる事無く13時から18時までの5時間はあっという間に過ぎてしまいました。

やさしい先輩や同じ釜の飯を食った仲間達に助けられ、今年もまた関東甲信越地区の役員

さんも参加して頂き多いに盛り上がる事が出来ました・・・今年も楽しかったです。 

 遠く北海道からご参加いただいたご来賓の方々はじめ、参加された皆様全員に感謝する

と共に酪農学園の発展を心より祈念し同窓会の報告と致します、ありがとうございまし

た。(発起人代表  半沢 司)   

高等学校関東甲信越地区合同同窓会 



同窓会開催報告            
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 獣医学科5期生卒業51周年同期会が10月19日から1泊で長

野県茅野市蓼科高原にあるホテル・エクシブ蓼科を会場として

開催された。幹事は松本市在住の田中清司氏で参加者は19名

であった。当初22名の方が出席予定であったが、直前にご本

人の病気で１名が、ご家族の病気で２名が欠席となった。ホテ

ルは標高1470mの高原にあり、露天風呂から眺めた紅葉と夕

陽は見事であった。 

 宴会では恒例により全員が近況報告を行った。昨年は病気自

慢大会のようであったが、今年は元気な近況報告が多かった。

参加者の多くは同期会ラインのメンバーで、開催が決定したと

きからライン上が賑わい同期会がスタートしていた。もうこれ

以上話す近況はなさそうであったが、それでも宴会場から催促

されるほど予定時間を過ぎていた。 

 最後に来年の幹事を札幌グループと決め、肩を組んで酪農賛

歌を歌い一次会を終了した。  

 一次会後は幹事部屋でもっとリラックスした二次会へと移行

したが、歳のせいかお酒もつまみもなかなかはかどらなかっ

た。若い頃は真夜中まで、時には早朝まで延々と続いた二次会

であったが、健康志向が強くなったことや翌朝食事前に観光ツ

アーを企画した仲間もおり、早々と切り上げた。 

 翌朝、長野は観光名所が多くそれぞれ行きたい場所があり、

いくつかのグループに分かれ三々五々の別れを惜しみつつお互

いの健康を祈り、来年札幌での再会を誓い帰路についた。 

                (文責 加藤清雄）  
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      獣医学科11期生同期会報告 

 2019年の卒業41周年記念同期会に於いて、翌年は福井県で

開催すると決まったのですが、この年の暮れから新型コロナの

不気味な動きがあり、年明けからは日本でもコロナ嵐が吹きま

くり、開催見送りが続きました。それもようやく世間がコロナ

との付き合い方になれ、4年ぶりに開催することができました。 

11日朝、素晴らしい秋晴れのもと福井駅前の恐竜広場に２２人

が集合し、まず、福井巡礼として曹洞宗大本山永平寺を訪れ、

修行僧の厳しい修行を思いながら、荘厳な七堂伽藍をゆっくり

拝観しました。 

 お昼は信仰深い福井県ならでは精進料理、油揚げ・豆腐のフ

ルコースでお腹をいっぱいにし、一路御誕生寺（ごたんじょう

じ）へ。 

 御誕生寺も曹洞宗の修行道場としてのお寺で、別名ネコ寺と

して有名ですが、そこに指導者として通ってきていた同期生の

吉野さんとゴールデンのアンジーが出迎えてくれ、20頭余りの

猫たちは秋の日差しのなか自由にくつろいでいました。ご住職

により11期卒業生の安寧をご祈祷いただいたのですが、その間

中ご住職や私たちの周りをアンジーが自由に徘徊する姿に思わ

ず笑ってしまいました。続いて吉野真常師により、亡くなった

恩師や同期生の法要を厳かに営んでいただきました。外でくつ

ろぐネコたちは主治医による健康管理や繁殖制限がなされてお

り、里親探し活動も行われるなど適切に飼われており、今回

は、ちょっとした健康相談を受けることはありましたが、寄付

をすることでボランティアとすることとしました。 

 今夜の宿に落ち着き、同期会の総会を開催し、そして懇親会

では皆の近況を聞き、芸達者な同期生の余興に笑いながら、改

めて今を生きる大切さをかみしめて楽しいひと時を過ごしまし

た。 

 翌朝はさらなる秋晴れに恵まれ、まず、一乗谷朝倉氏遺跡を

訪れ、400年の眠りから目覚めた戦国時代の都市を、福井弁で

のガイドで案内してもらいました。 

 続いては福井県一押しの恐竜博物館へ、大迫力の化石群、パ

ノラマ再現映像等を堪能して、帰路へ着きました。 

 この楽しい同期会は毎年開催することになっていますが、来

年は山形と決まりました。お元気でまたお会いしましょう。 

2023年10月11日～12日  

                                   （文責 福井県 幹事 仲村和典）  

 

 

 

獣医学科５期同期会in蓼科 
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 10月23日（月）浜松町の「島嶼会館」において4年ぶり

となる関東甲信越地区総会を同窓会本部から加藤清雄会長を

お招きして１８名で開催し、総会終了後は会場を変更して懇

親会が行われました。また同日開催の「酪農学園東京プラ

ザ」のグランドオープン式典に合わせて東京プラザを視察し

ました。 

 酪農学園本部からは高島英也理事長、岩野英知学長、清澤

城次校長をお招きして酪農学園大学、とわの森三愛高等学校

の近況報告などをお聞きしました。 

 グランドオープンした東京プラザでは皆さんアイスクリー

ム頂いたりお土産をたくさん購入して大盛り上がりの会とな

りました。（文責 早田俊輔）  

 

 

 

 

 

 去る２０２３（令和５年）１１月２３日（木）勤労感謝の日

の午後６時から、札幌市内の京王プラザホテルを会場に標記の

クラス会を開催し、全国各地（鹿児島、熊本等の遠方からも）

から２２名が参加しました。 

 会には古川豊記（Ⅱコース５期）短大同窓会長をご来賓とし

てご挨拶を頂戴した。約２時間の１次会ののち２次会、３次会

と学生時代に戻り、旧交を温めることができました。 

 翌日は酪農学園構内見学を行い、同窓生会館や中央館屋上か

らの遠望を楽しんだ。その後、大学生協での昼食体験ののち、

それぞれ帰路に着きました。 

 今回も楽しい時間を過ごすことができました。ありがとうご

ざいます。 

 新型コロナウイルス感染症が国際的に発症して、国内も制限

された生活の中、クラス会を担当された北海道代表幹事の横田

光彰さん、本州代表幹事の赤星智英さん、サブ中村宗悦さんに

感謝申し上げます。 

 次回1年後は十勝川温泉で日光さん、南さんにお世話になる

予定です。再会を楽しみにしています 。 

 

ssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssss  

 

 

 令和５年１２月２日（土）午後５時から８時過ぎまで、札幌

市内の「ジャスマックプラザホテル」を会場にⅡコース第１５

期生３２名の参加により同期会を開催しました。 

 酪農学園を卒業して４０年以上経ち、懐かしい友と再会し、

昔話に花が咲きました。３時間の会もあっと言う間に過ぎ、３

年後の再会を誓い、解散となりました。 

（幹事 関口哲治、北沢正則、中川多加男）  

短期大学Ⅱコース第13期生同期会 

短期大学Ⅱコース第15期生同期会 

関東甲信越地区総会 



〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 
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 酪農学園大学 

ブランドマークと 

キャッチフレーズ 

     北海道第三地区(道南)地区会 

 ２０２３年１１月１８日１０時より八雲駅近くの「まるみ食

堂」にて開催致しました。コロナ禍により久しぶりの通常開催と

なりました。 

 今年は、野英二同窓会副会長を招いて講演会を行いました。参

加者は１４名と例年と以前と比べ少なくなってしまいましたが、

総会では事業報告、事業計画の承認を行いました。その後開催の

講演会では「酪農学園ＦＥＤＲＥＣの役割と教育」の演題で野副

会長より講演を頂きました。 

 講演は、実際に経営が成り立っている牛舎で実習が行われてい

て価値があった、聖書を通して教育を行った、実習先での生徒の

評価が酪農学園の評価につながっていた等々のお話を頂きまし

た。 

 野副会長の７２年の思い

も籠った講演に、旧農場で

の実習を思い出し懐かしむ

方、寮で騒いでいて野副会

長のお姉さんに怒られた話

などをして学生時代懐かし

みました。 

 また、講演終了後に酪農

学園の近況を伺い、それぞ

れの思いも語り合いまし

た。 

 当地区の同窓会は、例年

参加者の近況報告に多くの

時間を割いており、今年は

予定時刻を過ぎてしまい、

最後に慌てて集合写真を撮

り解散となりました。 

（文責 荻本 正）  

酪農学園同窓会 

 編集後記 

 年末最後のニュースレターです。１１月以降コロナ禍の収

束感もありますが、インフルエンザの流行もあり、微妙な年

末を迎えています。野幌は寒さは例年並みで比較的雪も少な

く穏やかな年の瀬になっています。しかし、道路はツルツ

ル、底冷えのする毎日です。 

 学園のクリスマスも近づいていますが、２０２３年は皆様

にとってどんな年だったのでしょうか？ 

 来る２０２４年が良い年でありますよう祈念申し上げま

す。  

      中部地区岐阜県支部総会 

 前回平成30年の開催以来、コロナ禍で中止されていた岐阜

支部同窓会を、令和５年12月10日に５年振りに開催しまし

た。 

 前回は東濃地区での開催でしたが、今回は岐阜地区、ホテ

ルグランヴェール岐山での開催でした。 

 まず岩佐（獣医、S50卒）支部長の挨拶で始まり、次にご

来賓として最初に酪農学園大学岩野学長から学園および大学

の近況ついてご挨拶をいただきました。引き続き酪農学園同

窓会加藤会長から同窓会の重要性などについてご挨拶を賜り

ました。 

 脇田（獣医、S53卒）さんの乾杯の音頭により懇親会は始

まり、途中に参加13名全員の自己紹介および近況報告をして

もらいながら、会員同士で親交を深め、若い会員の参加もあ

り大いに盛り上がりました。 

 最後は恒例の酪農讃歌を肩を組んで全員で合唱し、大平

（獣医（Ｓ５４卒）さんの閉会の言葉により終了しました。

次回は飛騨地区での開催の予定です。（文責 岩佐達男） 

 


